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〈声の広報〉議会だよりはボランティア音訳グループ「やまゆり」のご協力により、声の広報を用意し、無料で貸し出しています。 （問い合わせ）議会事務局

　初日に市長から袖ケ浦市子ども・子育て支援会議条例の制定など議案１９
件、平成２４年度の歳入歳出に対する決算の認定２件、人権擁護委員の推薦
に関する諮問１件、平成２４年度袖ケ浦市一般会計継続費精算報告などの
報告３件が提出され、提案理由の説明などがありました。また、陳情３件のうち
２件について、委員会に審査を付託しました。残る、小櫃川源流域の産業廃棄
物処分場増設反対に関する陳情書については、６月定例会において同一趣
旨、同一目的の陳情が不採択とされていることから、みなし不採択となりました。
　６日には、議案１０件及び陳情２件、認定２件について、各常任委員会及び
決算審査特別委員会に審査を付託しました。その後、中小企業融資資金貸付
条例の一部改正について、採決を行い原案のとおり可決されました。
　また、６日、９日、１０日には１１名が市政について一般質問を行いました。
　１３日、１７日、１８日には各常任委員会が開催され、付託された議案及び陳
情に対する審査を行いました。
　１９日、２０日には決算審査特別委員会が開催され、平成２４年度決算に対
する審査を行いました。
　最終日の２６日には、付託された議案等について各常任委員会及び決算審
査特別委員会の委員長から審査の経過と結果が報告されました。採決の結
果、議案１７件が原案のとおり可決、議案１件が否決。認定２件が原案のとお
り認定され、諮問１件が原案のとおり同意されました。陳情は１件が採択、１件
は不採択とされました。
また、議員より発議案２件が提出されいずれも原案のとおり可決されました。
（議決結果はＰ．６に掲載してあります。）

9月定例会 ９月４日～９月２６日
会期２３日間

平成25年 第5回（11月招集）定例会会期（案）
【会期】平成２５年11月28日（木）から12月18日（水）までの21日間
日 曜日 区　　　　　分 傍聴
11/28 木 本会議 ○
29 金
30 土 休日
12/1 日 休日
2 月
3 火
4 水
5 木
6 金 本会議（一般質問） ○
7 土 休日
8 日 休日
9 月 本会議（一般質問） ○
10 火 本会議（一般質問） ○
11 水 本会議（一般質問予備日） ○
12 木 総務企画常任委員会 ○
13 金 文教福祉常任委員会 ○
14 土 休日
15 日 休日
16 月 建設経済常任委員会 ○
17 火
18 水 本会議 ○

＊一般質問通告一覧表は１１月２６日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊各種会議の詳細については、市役所 議会事務局までお問い合わせください。

田んぼの学校稲刈り田んぼの学校稲刈り
ひらおかの里農村公園ひらおかの里農村公園
　当日は稲刈りの他に、刈った稲を束ねるための
「すがい」を作る「すがない」や、昔の農機具であ
る「千歯こき」や「足踏み脱穀機」による脱穀体
験も行いました。
　そして昼食には農村公園特製カレーをいただ
き充実した1日を過ごしました。
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９月定例会において、各委員会では付託さ
れた議案、陳情の審査及び所管事務調査が行
われました。

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会
９月１７日開催

【議　　案】
▶議案第２号 袖ケ浦市税条例の一部を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑  ①延滞金の割合見直しの具体的内容
 ② 消費税が増税しなかった場合の、個人住民税における住宅

取得控除拡充の取り扱い
・討　　　論 なし

▶議案第６号  袖ケ浦市火災予防条例の一部を改正する条例の制定につい
て

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①改正内容と現状との変更点
・討　　　論 なし

▶議案第１６号 平成２５年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第２号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ① 妊婦健康診査への支援とワクチン接種補助の具体的内容及

び対象ワクチン
 ②財政調整基金への積み立て時期
 ③自主防災組織の活性化に対する戦略
 ④補装具費支給事業の内容と対象者
 ⑤私立保育園保育士の処遇改善
 ⑥有害鳥獣駆除の状況と対策

【議　　案】
▶議案第１号 袖ケ浦市子ども・子育て支援会議条例の制定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑  ①条例制定の背景
 ②会議の構成委員
 ③多角的な視点からの計画策定
 ④ 子ども・子育て支援事業計画に関する審議内容、具体的な

計画指針の有無
 ⑤ 事業計画の基本理念等が示される前に会議を設置することの

考え方
 ⑥ 会議の運営等に関する考え方
 ⑦子どもの保護者及び市民から委嘱される委員の人数
 ⑧委員の公募
 ⑨会議の位置付け
 ⑩会議の審議結果、意見等の取り扱い
 ⑪委員の再任、再々任
 ⑫委員の報酬
・討　　　論  賛成
  　本市における子ども・子育て支援に関する施策を引き続き、総

合的かつ計画的に推進していくために、子ども・子育て支援会
議の設置は必要であり、施策の推進にあたって、子どもの保護
者を含め広く意見を聴いていくために、委員は幅広い分野の方々
で構成するよう規定するなど、条例の規定内容も適当であること
から、本条例の制定は、必要かつ適正なものと判断し賛成です。

 反対
  　子ども・子育て支援法自体に問題があり、国から子ども・子育

て支援事業計画の指針等が示されていない段階での会議の設
置は問題があることから反対です。

▶議案第３号  袖ケ浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について

・採決の結果 原案可決（全員賛成） 
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし

▶議案第４号  袖ケ浦市後期高齢者医療に関する条例及び袖ケ浦市介護保
険条例の一部を改正する条例の制定について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし

▶議案第１７号  平成２５年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）

・採決の結果 原案可決（全員賛成）

 ⑦一般職人件費の当初予算設定と精査
 ⑧特別支援教員の配置
・討　　　論 なし

【所管事務調査】ちば消防共同指令センターの視察

　総務企画常任委員
　委 員 長　佐久間清
　副委員長　前田美智江
　委　　員　在原直樹／篠原幸一／鈴木憲雄／篠﨑龍夫
　　　　　　励波久子／笹生　猛

・主 な 質 疑 ①繰越金の内容及び見込み
 ②国保事務費及び徴収事務費の増額の理由
・討　　　論 なし

▶議案第１８号  平成２５年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし

▶議案第１９号 平成２５年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第１号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし

【陳　　情】
▶陳情第６号  生活保護法を「改悪」しないよう意見書の提出を求める陳情

書
・採決の結果 不採択（賛成少数）
・主 な 質 疑 ①法改正後の運用、窓口対応
 ②申請要件等の条文化による生活保護受給への影響
・討　　　論 なし

【所管事務調査】  福祉作業所施設運営検討協議会の検討結果について

　文教福祉常任委員
　委 員 長　佐藤麗子
　副委員長　笹生典之
　委　　員　緒方妙子／長谷川重義／茂木芳和／篠﨑典之
　　　　　　渡辺　盛

９月１３日開催
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建設経済常任委員会

決算審査特別委員会

【議　　案】
▶議案第１５号 平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計利益の処分について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし

【陳　　情】
▶陳情第５号  建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図る

よう国に働きかける意見書の提出を求める陳情書
・採決の結果  採択（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①中小企業に対しての救済実態の把握状況
 ②過去のアスベストに関する市民からの問い合わせ内容
 ③アスベストの現在の処分方法
 ④建設業の労災認定の難しさ
 ⑤建設アスベスト被害者と遺族が生活できる救済制度の有無
・討　　　論 なし

【認　　定】
▶認定第１号  平成２４年度袖ケ浦市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算

の認定について
・採決の結果 原案認定（賛成多数）
・主 な 質 疑 （一般会計）
 ①経常収支比率の高率対策と地方債
 ②市民夏まつりの会場選定
 ③広報紙の配布方法
 ④不納欠損と滞納処分の状況
 ⑤男女共同参画への取り組み
 ⑥防災行政無線難聴地域への対応
 ⑦ バス事業者への補助状況と公共交通空白地域への対策状況
 ⑧ガウランドにおける市外障がい者への料金対応
 ⑨墓地公園及びひらおかの里への管理委託形態
 ⑩生活保護受給者の現状
 ⑪小櫃川水質保全における近隣市との協力体制
 ⑫不法投棄監視パトロールの効果
 ⑬老人福祉施設への負担方法
 ⑭母子生活支援
 ⑮椎の森工業団地での地元雇用
 ⑯有害鳥獣対策
 ⑰遊休農地及び農地集積対策
 ⑱プレミアム商品券の効果
 ⑲観光客集客への対策
 ⑳放射能物質測定の一般市民開放見通し
 21景観まちづくりにおける規制対象の検討
 22消防共同指令センターの費用効果
 23消防広報紙の郵送配布
 24不登校対策
 25発達障がい児童への対応状況
 26スクールカウンセラー及び特別支援教員の効果
 27放課後子ども教室の実施展開
 28奨学金貸付事業の状況
 29読書指導の効果
 30図書館新規図書の購入計画
 31消防操法大会
 32消防水利の整備状況
 （国民健康保険特別会計）
 ①保険税収納率の向上対策
 ②短期保険証・資格証交付状況とその対応
 ③滞納者の所得状況
 ④レセプト点検の方策とその効果
 ⑤特定健康診査と保健指導の受診状況及び受診向上策
 ⑥高額療養の病名
 （後期高齢者医療特別会計）
 ①短期保険証の発行状況と保険料延滞の状況
 ②徴収事務費の増額理由
 （介護保険特別会計）
 ①介護保険事務費の増額理由
 ②滞納状況及び滞納世帯への利用サービス制限状況
 ③福祉用具使用状況通知の意味合い
 ④施設入所待機者への対応状況
 （農業集落排水事業特別会計）
 ①接続率の推移
 （公共下水道事業特別会計）

　建設経済常任委員
　委 員 長　阿津文男
　副委員長　榎本雅司
　委　　員　粕谷智浩／小国　勇／村田　稔／田邊恒生
　　　　　　塚本幸子／福原孝彦

 ①貸付金の状況
 ②未接続世帯への戸別訪問割合
 ③横田地区での接続促進状況
 ④マンホールトイレの設置状況
 ⑤宅地ミニ開発地区への対応状況
・討　　　論 なし

▶認定第２号 平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計決算の認定について
・採決の結果  原案認定（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①石綿管の更新状況
 ②無効水量の割合及び対策
 ③供給単価の設定額
 ④水道料金滞納対策
 ⑤漏水対策
・討　　　論 なし

　決算審査特別委員
　委 員 長　笹生　猛
　副委員長　粕谷智浩
　委　　員　在原直樹／緒方妙子／鈴木憲雄／佐久間清／
　　　　　　篠﨑龍夫／励波久子／佐藤麗子／榎本雅司／
　　　　　　阿津文男／田邊恒生

９月１８日開催

９月１９日、２０日開催 

平成２４年度一般会計・各特別会計歳入歳出決算状況
単位：円

会計名 予算現額 歳　　入 歳　　出

一般会計 23,736,788,500 22,850,146,061 21,650,774,314

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 7,061,535,000 7,189,043,646 6,971,685,918

後期高齢者医療 395,387,000 383,867,567 382,828,147

介 護 保 険 3,184,308,000 3,161,600,289 3,123,958,519

農業集落排水事業 756,877,000 558,729,697 554,712,799

公共下水道事業 1,822,257,000 1,562,996,983 1,557,569,838

平成２４年度水道事業会計決算状況
単位：円

区　　分 収　　入 支　　出

収益的収入及び支出 1,799,434,826 1,767,423,180

資本的収入及び支出 424,694,400 933,447,895
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事
業
を
実
施

し
ま
す
。

今
年
も
袖
ケ
浦
海
浜
公

園
で
行
わ
れ
る
氣
志
團

万
博
２
０
１
３
に
よ
る
本
市

に
与
え
る
経
済
効
果
は
ど
の

程
度
と
予
測
し
て
い
る
か
伺

う
。

具
体
的
な
数
値
は
示
す

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が

Ｊ
Ｒ
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
高
速

バ
ス
、
市
内
の
宿
泊
施
設
、

袖
ケ
浦
駅
周
辺
の
飲
食
店
等

に
も
経
済
的
な
波
及
効
果
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
当
地
グ
ル
メ
の
ホ
ワ

イ
ト
ガ
ウ
ラ
ー
メ
ン
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
ガ
ウ
ラ
君
の

Ｐ
Ｒ
を
今
後
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

ホ
ワ
イ
ト
ガ
ウ
ラ
ー
メ

ン
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
ガ
ウ
ラ
は
、メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て

お
り
、
ガ
ウ
ラ
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
市
に
は
田
園
風
景
や

谷や
つ
だ田
風
景
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
活
用
し
て
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
立
ち

上
げ
な
い
か
伺
う
。

本
市
で
は
、
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
織

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

経
済
振
興
課
を
窓
口
と
し
て

関
係
部
署
等
と
連
携
し
て
撮

影
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

小
国
勇
議
員

袖
ケ
浦
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

氣志團万博２０１３会場にて

両
駅
と
も
工
事
完
了
の

１
年
近
く
前
に
、
一
部

供
用
開
始
を
す
る
と
の
こ
と

だ
が
利
用
形
態
を
伺
う
。

長
浦
駅
は
来
年
３
月
に

駅
の
施
設
、
南
口
ロ
ー

タ
リ
ー
部
分
が
完
成
予
定
、

袖
ケ
浦
駅
は
来
年
10
月
に
駅

施
設
、
北
口
部
分
が
完
成
す

る
予
定
で
す
。

一
部
供
用
開
始
と
な
る

が
混
乱
が
生
じ
な
い
か

伺
う
。利

用
者
に
は
十
分
周
知

を
図
り
ま
す
。

教
職
員
退
職
者
を
幼
稚
園
長

に
登
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て

市
立
幼
稚
園
長
は
、
従

前
小
学
校
長
が
兼
務
し

て
い
た
が
、
こ
の
時
の
手
当

の
額
に
つ
い
て
。
ま
た
、
兼

務
か
ら
専
任
化
さ
れ
た
経
緯

と
現
在
の
幼
稚
園
長
に
支
給

さ
れ
て
い
る
報
酬
に
つ
い
て

伺
う
。Ｓ

53
年
市
立
幼
稚
園
創

立
以
来
Ｈ
17
年
９
月
ま

で
小
学
校
長
が
園
長
を
兼
務

し
、
月
額
１
万
２
千
円
を
報

酬
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
Ｈ
17
年
10
月
よ

り
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
問
題

の
深
刻
化
、
多
様
化
等
に
対

応
す
べ
く
専
任
園
長
と
し

て
、
現
在
、
月
額
20
万
円
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
の
市
立
幼
稚
園

で
は
78
％
が
職
員
の
中

か
ら
園
長
を
登
用
し
て
い
る

が
、
今
後
は
、
幼
稚
園
職
員

の
中
か
ら
園
長
を
登
用
し
、

士
気
の
高
揚
を
図
ら
な
い
か

伺
う
。現

在
の
幼
稚
園
職
員
の

中
に
も
人
材
は
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
様
々
な
研
修

を
通
じ
、
幼
稚
園
長
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

村
田
稔
議
員

長
浦
駅
・
袖
ケ
浦
駅
舎
等
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

土
地
利
用
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
、
そ
の
結
果
に

対
す
る
市
の
見
解
を
伺
う
。

回
収
率
は
約
30
％
。
そ

の
７
割
が
賃
貸
・
売
却

を
希
望
し
て
い
ま
す
。
組
合

と
市
で
連
携
し
、
地
権
者
に

対
し
て
先
進
事
例
や
土
地
利

用
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

い
、
土
地
利
用
に
関
す
る
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
都

市
計
画
に
沿
っ
た
有
効
な
土

地
利
用
の
推
進
に
向
け
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

区
画
整
理
事
業
が
完
成

し
て
も
現
状
で
は
接
続

道
路
が
な
く
袋
小
路
に
な
っ

て
し
ま
う
。
現
在
の
道
路
整

備
状
況
を
伺
う
。

区
画
内
の
道
路
は
Ｈ
28

年
度
中
に
完
成
、
高
須

箕
和
田
線
の
Ｊ
Ｒ
内
房
線
ア

ン
ダ
ー
部
は
Ｈ
29
年
度
末
完

成
予
定
で
す
。
南
袖
側
へ
の

接
続
は
奈
良
輪
湾
岸
線
に
接

続
す
る
こ
と
で
、
高
い
効
果

が
得
ら
れ
る
の
で
、
奈
良
輪

湾
岸
線
の
早
期
事
業
化
を
県

な
ど
に
対
し
て
要
望
し
ま

す
。
ま
た
、
木
更
津
金
田
地

区
と
接
続
す
る
西
内
河
根
場

線
は
県
に
対
し
て
早
期
事
業

化
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い

ま
す
。袖

ケ
浦
中
島
木
更
津
線

の
大
型
車
の
交
通
量
が

増
え
て
い
る
。
市
と
し
て
対

策
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

今
ま
で
も
対
策
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
道
路

規
制
は
困
難
で
す
。
今
井
陸

橋
か
ら
旧
道
に
降
り
ず
に
、

16
号
バ
イ
パ
ス
を
直
進
す
る

案
内
看
板
な
ど
誘
導
看
板
の

増
設
な
ど
を
関
係
機
関
へ
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

粕
谷
智
浩
議
員

袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る

駅
海
側
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

大型車の交通量の増えた袖ケ浦中島木更津線

自
治
基
本
条
例
は
、
6

月
議
会
で
否
決
さ
れ
た
。

約
20
名
の
市
民
会
議
の
委
員

と
共
に
作
成
し
、
過
去
に
類

を
見
な
い
700
〜
800
名
も
の
広

聴
を
経
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。
協
働
を
推
進
す
る
市
政

運
営
上
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
を
伺
う
。

条
例
策
定
で
、
市
民
会

議
の
皆
様
や
多
く
の

方
々
に
参
画
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
地
方
自
治
の
裁
量
が
拡

大
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
需

要
が
増
大
す
る
な
か
、
住
民

や
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、

各
種
団
体
な
ど
の
参
画
の
も

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

参
画
と
協
働
の
取
組
み
を
進

め
な
が
ら
、
市
民
に
機
会
あ

る
ご
と
に
普
及
、
啓
発
に
努

め
ま
す
。

盛
り
土
造
成
地
実
態
調
査

安
全
は
最
も
大
事
な
こ

と
だ
。
盛
り
土
造
成
は
、

震
災
や
大
雨
で
の
土
砂
崩
れ

な
ど
で
注
目
を
さ
れ
て
い

る
。
県
で
は
、
５
年
前
に
、

市
内
の
危
険
箇
所
の
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
実
態
と
そ

の
後
の
状
況
変
化
に
つ
い
て

伺
う
。市

内
に
は
面
積
５
千
㎡

以
上
の
開
発
で
、
国
基

準
の
盛
り
土
高
さ
５
ｍ
、
傾

斜
角
度
20
度
を
超
え
る
箇
所

は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
の
調
査

に
関
し
て
も
傾
斜
角
度
が
、

20
度
以
下
な
の
で
、
詳
細
調

査
は
行
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

県
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、

危
険
と
な
っ
て
い
る
地
区
に

つ
い
て
は
、
震
災
時
に
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
改
修

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

篠
﨑
龍
夫
議
員

自
治
基
本
条
例
の
今
後
の
取
り
組
み

市内の急傾斜地等のわ
かる洪水防災マップ

質問順 議員名 質問日

1 粕谷　智浩

９月６日
2 小国　　勇

3 励波　久子

4 篠﨑　龍夫

5 村田　　稔

９月９日

6 田邊　恒生

7 篠﨑　典之

8 前田美智江

9 在原　直樹

10 鈴木　憲雄
9月10日

11 榎本　雅司
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事
務
事
業
点
検
、
補
助

金
見
直
し
で
他
市
に
先

駆
け
た
事
業
で
休
廃
止
や
減

に
な
っ
た
も
の
を
伺
う
。

高
齢
者
と
障
が
い
者
共

通
の
理
容
師
派
遣
事
業

縮
小
、
重
度
身
障
者
住
宅
改

善
助
成
事
業
の
他
事
業
と
の

統
合
、
身
障
者
手
帳
等
交
付

診
断
料
助
成
の
廃
止
で
す
。

経
費
さ
え
削
減
で
き
れ

ば
良
い
の
か
。
福
祉
に

対
す
る
市
長
の
考
え
方
を
伺

う
。

こ
れ
ま
で
恵
ま
れ
た
財

政
を
背
景
に
サ
ー
ビ
ス

と
福
祉
向
上
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
は
厳
し
く
な

り
、
今
後
は
本
当
に
必
要
な

支
援
を
安
定
提
供
で
き
る
よ

う
見
直
し
て
い
ま
す
。

理
容
師
派
遣
の
理
容
費

助
成
を
継
続
し
た
場
合

の
費
用
を
伺
う
。

49
万
９
千
200
円
で
す
。

市
と
し
て
福
祉
を
守
る

熱
意
が
見
え
て
こ
な
い
。

改
め
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

福
祉
向
上
に
努
め
る
の

が
首
長
の
役
割
で
す
。

決
し
て
切
り
捨
て
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

海
側
開
発
の
情
報
開
示
に
つ

い
て

袖
ケ
浦
駅
海
側
に
複
合

商
業
施
設
オ
ー
プ
ン
予

定
な
ど
と
書
い
た
大
看
板
が

設
置
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な

計
画
が
市
民
に
知
ら
さ
れ
な

け
れ
ば
、
市
民
の
た
め
と
言

え
な
い
。
な
ぜ
明
ら
か
に
で

き
な
い
か
伺
う
。

数
社
に
出
店
意
向
が
あ

る
と
聞
き
ま
す
が
、
決

ま
り
次
第
、
オ
ー
プ
ン
に
す

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

篠
﨑
典
之
議
員

市
独
自
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て

市
庁
舎
の
現
状
と
、
市

庁
舎
整
備
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
き
て
い
る
の
か
。

旧
庁
舎
・
新
庁
舎
と
も

耐
震
診
断
で
、
耐
震
性

が
不
足
し
て
い
る
と
の
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
23
年

９
月
に
庁
舎
整
備
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
現
状
と
課

題
を
整
理
し
、
本
年
３
月
に

袖
ケ
浦
市
庁
舎
整
備
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

庁
舎
に
必
要
な
規
模
や

機
能
に
つ
い
て
。

規
模
に
つ
い
て
は
、
地

方
債
算
定
基
準
や
類
似

市
事
例
に
よ
る
面
積
な
ど
か

ら
算
定
し
ま
し
た
。
機
能
に

つ
い
て
は
５
つ
の
基
本
方
針

を
掲
げ
、
現
在
の
庁
舎
に
必

要
で
あ
る
機
能
を
備
え
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
庁
舎
位
置
に
問

題
は
な
い
か
、
ま
た
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

東
日
本
大
震
災
で
津
波

や
液
状
化
の
被
害
が
大

き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
庁
舎

の
建
設
位
置
に
つ
い
て
再
検

証
し
ま
し
た
。調
査
の
結
果
、

現
在
の
位
置
に
問
題
は
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
庁
舎
整
備
計
画

を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
、
実
現
し
て
い
く
の
か
。

庁
舎
整
備
基
本
計
画
を

広
く
市
民
の
皆
様
に
公

開
し
、
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
が
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
再
整
備
の
早
期
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。今
後
、

市
全
体
の
事
業
進
捗
を
見
極

め
な
が
ら
、
詳
細
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

在
原
直
樹
議
員

袖
ケ
浦
市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

庁舎整備が必要とされる市庁舎

今
後
増
加
が
予
想
さ
れ

る
高
齢
者
の
単
身
世
帯

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

に
は
、
緊
急
通
報
装
置

の
貸
与
や
火
災
・
ガ
ス
警
報

器
の
給
付
・
冷
蔵
庫
に
保
管

す
る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
全
般
へ
は
地
域
住
民
や

事
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン                

タ
ー
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

が
Ｈ
25
年
度
に
1
箇
所
開
設

さ
れ
た
。
更
に
１
箇
所
設
置

予
定
だ
が
そ
の
現
状
を
伺
う
。

長
浦
地
区
の
、
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予

防
事
業
・
高
齢
者
の
総
合
相

談
・
高
齢
者
の
虐
待
に
関
す

る
相
談
や
権
利
擁
護
等
、
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
川
地
区

は
、
現
在
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
利
用
・
活
動
状
況
な
ど
を

検
証
し
、
今
後
必
要
と
す
る

機
能
や
体
制
等
を
検
討
し
ま

す
。

24
時
間
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
を
伺
う
。

高
齢
者
が
可
能
な
限
り

在
宅
で
生
活
す
る
た
め

に
は
、
医
療
と
介
護
が
連
携

し
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
た
め
今
後
、
提
供
体
制
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
に
も
つ

な
が
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の

実
施
に
つ
い
て

制
度
導
入
へ
の
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

Ｈ
26
年
度
当
初
発
足
は

大
変
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
早
く
構
築
で
き
る
よ
う

最
大
限
の
努
力
を
し
ま
す
。

前
田
美
智
江
議
員

と
も
に
支
え
あ
い
安
心
し
て
生
活
で
き
る

「
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て

災
害
時
要
援
護
者
の
支

援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

避
難
所
に
お
い
て
避
難

生
活
が
困
難
な
高
齢
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し

て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
施

設
と
し
て
、
本
年
度
中
に
福

祉
避
難
所
の
指
定
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

津
波
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

県
が
公
表
し
た
津
波
の

予
測
で
は
、
館
山
市
洲

崎
に
高
さ
10
ｍ
が
襲
来
し
た

時
、
本
市
沿
岸
部
で
は
最
大

2.4
ｍ
で
高
須
地
区
の
防
潮
堤

は
3.4
ｍ
あ
り
問
題
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
奈
良
輪

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
に
合

わ
せ
排
水
門
に
遠
隔
操
作
で

開
閉
可
能
な
機
能
を
導
入
し

ま
す
。ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の

液
状
化
し
難
い
強
い
施

設
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

上
水
道
・
下
水
道
施
設

に
つ
い
て
地
盤
改
良
や

水
道
鋳ち

ゅ
う
て
っ
か
ん

鉄
管
の
抜
出
し
防
止

対
策
を
進
め
ま
す
。

備
品
品
目
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。

災
害
用
オ
ス
ト
メ
イ
ト

専
用
ト
イ
レ
、
災
害
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
防
寒

用
ア
ル
ミ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、

温
冷
カ
イ
ロ
や
女
性
に
配
慮

し
た
日
用
品
な
ど
を
備
蓄
品

に
加
え
て
い
ま
す
。

局
地
的
な
豪
雨
に
よ
る

河
川
の
氾
濫
や
が
け
崩

れ
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
管
理
の
準
用
河
川
は

時
間
当
り
50
㎜
の
豪
雨

に
耐
え
ら
れ
る
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
豪

雨
に
ど
の
程
度
も
つ
か
は
一

概
に
判
断
し
か
ね
ま
す
。

田
邊
恒
生
議
員

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
改
訂
さ
れ
た

「
地
域
防
災
計
画
」
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

備品をおさめている庫内の様子

総
合
計
画
、
第
２
期
実

施
計
画
に
お
け
る
目
標

年
次
、
Ｈ
31
年
度
末
人
口

６
万
４
千
人
の
根
拠
を
伺

う
。

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
に

よ
る
推
計
値
に
国
勢
調

査
人
口
と
住
民
基
本
台
帳
と

の
乖※

か
い
り
ぶ
ん

離
分
と
し
て
千
人
、
袖

ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画
整
理

事
業
や
ミ
ニ
開
発
に
よ
る
流

入
人
口
５
千
人
を
加
算
し
推

計
し
た
も
の
で
す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区

画
整
理
事
業
の
目
標
人

口
３
千
700
人
の
達
成
年
度
と

市
外
か
ら
の
流
入
人
口
の
見

込
み
を
伺
う
。

目
標
達
成
年
度
は
Ｈ
31

年
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
約
半
数
、

２
千
人
程
度
が
市
外
か
ら
流

入
の
見
込
み
で
す
。

流
入
人
口
増
加
策
と
し

て
の
対
外
Ｐ
Ｒ
、
発
信

力
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
施
設
な
ど
で
の
Ｐ

Ｒ
、
施
策
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
定
期
的
な
報
道
機
関

へ
の
情
報
提
供
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
地
元
ラ
ジ
オ
局
の

活
用
な
ど
、
情
報
発
信
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
縁
辺
の
調

整
区
域
に
お
け
る
ミ
ニ

開
発
の
Ｈ
17
年
度
以
降
の
実

績
（
戸
数
・
人
口
）
を
伺
う
。

Ｈ
17
年
度
以
降
Ｈ
24
年

度
ま
で
の
分
譲
件
数
は

573
戸
、
算
定
人
口
は
約
千
500

人
と
な
り
ま
す
。

ミ
ニ
開
発
の
問
題
点
を

伺
う
。

雨
水
排
水
の
流
出
抑
制

や
浄
化
槽
排
水
の
放
流

先
、
農
地
や
樹
林
な
ど
の
周

辺
環
境
と
の
不
調
和
な
ど
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
乖か

い
り離
…
か
け
は
な
れ
た

鈴
木
憲
雄
議
員

人
口
増
加
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

問
合
せ
の
窓
口
を
都
市

整
備
課
に
一
本
化
し
苦

情
が
あ
っ
た
場
合
、
現
地
調

査
を
行
い
文
書
の
送
付
や
電

話
連
絡
に
よ
り
所
有
者
に
改

善
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
に
関
す
る
課
題

に
市
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
か
伺
う
。

所
有
者
等
の
責
務
を
明

確
に
し
、
適
正
な
管
理

に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
条

例
に
定
め
る
予
定
で
す
。

条
例
案
検
討
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

空
き
家
条
例
等
検
討
会

議
で
条
例
の
基
本
方
針

の
意
見
を
い
た
だ
き
骨
子
案

を
作
成
し
Ｈ
26
年
度
６
月
を

め
ど
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
を
行
う
予
定
で
す
。

条
例
制
定
は
い
つ
の
予

定
か
伺
う
。

諸
手
続
が
予
定
通
り
進

め
ば
Ｈ
26
年
９
月
定
例

会
に
上
程
予
定
で
す
。

富
川
橋
架
け
換
え
工
事
に
つ

い
て

進
捗
状
況
お
よ
び
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
伺

う
。

Ｈ
29
年
５
月
ま
で
の
６

ケ
年
計
画
の
予
定
で
Ｈ

26
年
度
秋
頃
よ
り
全
面
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
。

阿
部
地
区
狭き

ょ
う
あ
い隘
区
間
の

大
型
規
制
を
伺
う
。

地
元
と
調
整
を
行
い
警

察
署
に
大
型
規
制
の
要

望
を
行
い
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

地
籍
調
査
事
業
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

地
籍
調
査
事
業
の
重
要

性
と
必
要
性
は
十
分
理

解
し
て
お
り
、
今
後
も
先
進

事
例
を
調
査
研
究
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

榎
本
雅
司
議
員

安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

架け換え工事が予定されて
いる富川橋
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議案
第１号

袖ケ浦市子ども・子育て支援会議条例の制定について
（主な内容）
　本市における子ども・子育て支援に関する施策を総合的かつ計
画的に推進するために、袖ケ浦市子ども・子育て支援会議を設置
するに当たり、新たに条例を制定しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に

反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之　　　　　　　

議案
第２号

袖ケ浦市税条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　地方税法の一部が改正され、個人住民税の住宅借入金等特
別控除の延長及び拡充並びに延滞金の見直し等が行われたこと
などに伴い、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）
　　　　

議案
第３号

袖ケ浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
（主な内容）
　地方税法の一部が改正されたことに伴い、関係条文の整理を行
うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第４号

袖ケ浦市後期高齢者医療に関する条例及び袖ケ浦市介護保険
条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　地方税法の一部が改正され、延滞金の見直し等が行われたこと
に伴い、後期高齢者医療保険料及び介護保険料に係る延滞金の
割合を引き下げる特例措置を見直すため、条例の一部を改正しよ
うとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第5号

袖ケ浦市中小企業融資資金貸付条例の一部を改正する条例の
制定について
（主な内容）
　小規模企業の事業活動の活性化のための中小企業基本法等
の一部を改正する等の法律が公布されたことに伴い、関係条文の
整理を行うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第６号

袖ケ浦市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　消防法施行令の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、
引用している条項を整理するため、条例の一部を改正しようとする
ものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第７号

契約の締結について（袖ケ浦市立学校給食センター建設工事
（建築工事））
（主な内容）
　袖ケ浦市立学校給食センター建設工事（建築工事）の請負につ
いて議会の議決を求めるものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に

反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第８号

契約の締結について（袖ケ浦市立学校給食センター建設工事
（電気設備工事））
（主な内容）
　袖ケ浦市立学校給食センター建設工事（電気設備工事）の請
負について議会の議決を求めるものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に

反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第９号

契約の締結について（袖ケ浦市立学校給食センター建設工事
（給排水衛生設備工事））
（主な内容）
　袖ケ浦市立学校給食センター建設工事（給排水衛生設備工
事）の請負について議会の議決を求めるものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に

反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第10号

契約の締結について（袖ケ浦市立学校給食センター建設工事
（空調換気設備工事））
（主な内容）
　袖ケ浦市立学校給食センター建設工事（空調換気設備工事）
の請負について議会の議決を求めるものです。

原案否決
（賛成少数）
原案に

賛成した議員
緒方　妙子
佐久間　清
前田美智江
篠﨑　龍夫
阿津　文男
田邊　恒生
塚本　幸子

議案
第11号

契約の変更について（奈良輪雨水ポンプ場整備工事（土木工
事））
（主な内容）
　奈良輪雨水ポンプ場整備工事（土木工事）について、湧水処理
工等の追加に伴い、契約金額を変更するため議会の議決を求め
るものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に

反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第12号

財産の取得について（袖ケ浦市立学校給食センター厨房機器
類購入）
（主な内容）
　袖ケ浦市立学校給食センター厨房機器類の購入に当たり議会
の議決を求めるものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に

反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第13号

財産の取得について（小型動力ポンプ付水槽車（Ⅱ型）購入）
（主な内容）
　小型動力ポンプ付水槽車（Ⅱ型）の購入に当たり議会の議決を
求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第14号

財産の取得について（水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ｂ型）購入）
（主な内容）
　水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ｂ型）の購入に当たり議会の議決
を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第15号

平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計利益の処分について
（主な内容）
　平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計で生じた利益の処分につ
いて議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案番号 件　　　　名　　　　等 議決結果 議案番号 件　　　　名　　　　等 議決結果
議案
第16号

平成２５年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第２号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

249億
6千494万3千円

246億
7千933万6千円

２億
８千５６０万７千円

議案
第17号

平成２５年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

72億
3千936万円

７０億
６千１００万円

1億
7千836万円

議案
第18号

平成２５年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）
（主な内容） 原案可決

（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減
3億
9千853万7千円

3億
9千600万円 ２５３万７千円

議案
第19号

平成２５年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第１号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

35億
43万8千円

34億
6千800万円 ３千２４３万８千円

認定
第1号

平成２４年度袖ケ浦市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算
の認定について
（主な内容）
　平成２４年度の一般会計及び各特別会計の決算を調製したの
で、監査委員の意見を付けて議会の認定に付すものです。

原案認定
（賛成多数）
原案に

反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

認定
第2号

平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計決算の認定について
（主な内容）
　平成２４年度の水道事業会計の決算を調製したので、監査委員
の意見を付けて議会の認定に付すものです。

原案認定
（全員賛成）

諮問
第１号

人権擁護委員の推薦について
（主な内容）
　人権擁護委員伊藤鉄夫氏が平成２５年１２月３１日をもって任期
満了となるため、同氏を再推薦することについて議会の意見を求め
るものです。

原案同意
（全員賛成）

報告
第１号

平成２４年度袖ケ浦市一般会計継続費精算報告について
（主な内容）
　平成２４年度で、庁舎整備事業及び根形中学校管理教室棟改
築事業の継続年度が終了したので報告するものです。

―

報告
第2号

平成２４年度袖ケ浦市水道事業会計継続費精算報告について
（主な内容）
　平成２４年度で、施設改修事業（角山配水場）の継続年度が終
了したので報告するものです。

―

報告
第3号

平成２４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率
について
（主な内容）
　平成２４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率
を調製したので、監査委員の意見を付けて議会に報告するもので
す。

―

陳情
第5号

建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図るよう
国に働きかける意見書の提出を求める陳情書
（主な内容）
　建設アスベスト被害者と遺族が生活できる救済の実施とアスベス
ト被害の拡大を根絶する対策を直ちにとり、アスベスト問題の早期
の解決を求め、国に対して意見書の提出を求めるものです。

採択
（全員賛成）

陳情
第6号

生活保護法を「改悪」しないよう意見書の提出を求める陳情書
（主な内容）
　生活保護の申請を制限し、餓死・孤立死を増やすことにつながり
かねない「生活保護法改正案」を再提出しないことについて国と
関係省庁へ意見書の提出を求めるものです。

不採択
（賛成少数）
原案に

賛成した議員
励波　久子
篠﨑　典之

陳情
第7号

小櫃川源流域の産業廃棄物処分場増設反対に関する陳情書
（主な内容）
　新井総合施設株式会社が小櫃川源流域に設置した管理型産
業廃棄物最終処分場・君津環境整備センターの第３期増設に反
対することを、千葉県へ対し意見書の提出を求めるものです。

みなし不採択

発議案
第1号

「地方税財源の充実確保」について
（主な内容）
　社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等
により厳しい財政状況の中にある市が、基礎自治体として、住民サ
ービスやまちづくりを安定的に行うために、地方税財源の充実確保
は不可欠であるため、国に意見書の提出を行うものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に

反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

発議案
第2号

建設従事者のアスベスト問題の早期救済・解決を求める意見書
について
（主な内容）
　陳情第５号の願意に沿い、意見書を国に提出するものです。

原案可決
（全員賛成）

本定例会中欠席した議員…福原孝彦

　

２
０
２
０
年
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

日
本
中
が
夢
と
希
望
を

も
ち
、
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。
開
催
に

あ
た
り
、
日
本
の
都
市
整

備
と
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
も
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
を
確
実

に
進
め
、
世
界
に
示
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

袖
ケ
浦
市
は
羽
田
・

成
田
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

利
便
性
を
有
し
て
お
り
、

ま
た
、
そ
の
間
に
は
駅
な

ど
の
改
修
も
完
了
し
、
海

側
の
開
発
も
大
き
く
進
ん

で
い
き
ま
す
。
７
年
後
の

姿
を
思
い
描
き
、
訪
れ
る

人
々
を
〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
〞
の
一
員
と
し
て
「
お

も
て
な
し
」
の
心
で
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
定
例
会

で
は
１
議
案
を
除
く
、

２
億
８
千
550
万
円
の
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
18
議

案
が
可
決
、
２
議
案
が
認

定
、
１
議
案
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
市
議
会

は
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
行
政
運
営

に
反
映
し
、
住
み
良
い
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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